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新町橋通りの取組の進め方について
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１ ウォーカブル制度（基本的な考え方）

➢ 人口減少・少子高齢化の進行、商店街のシャッター街化などにより、
地域の活力が低下

➢ 都市の魅力を向上させ、賑わいを創出するため、
まちなかを「車中心」から「人中心」の空間へ再構築

➢ 道路と沿道を一体的に使い、人々が集い憩い多様な活動を
繰り広げられる「ウォーカブルな空間」に改変

引用：国土交通省HP
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１ ウォーカブル制度（空間を”つくる”） ーまちなかウォーカブル推進事業ー

出典：国土交通省資料 2



１ ウォーカブル制度（空間を”つかう”）ー歩行者利便増進道路（通称「ほこみち」）ー

出典：国土交通省資料 3



１ ウォーカブル制度（進め方イメージ）

出典：国土交通省資料 4



２ 他都市の取組事例（兵庫県姫路市①）

出典：国土交通省資料 5



２ 他都市の取組事例（兵庫県姫路市②）
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引用：多様なニーズに応える道路の事例集（国土交通省道路局）
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２ 他都市の取組事例（愛媛県松山市①）

出典：国土交通省資料 7



２ 他都市の取組事例（愛媛県松山市②）

引用：官民連携による街路空間再構築・利活用の事例集(国土交通省都市局街路交通施設課) 8



３ 新町橋通りの状況①
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３ 新町橋通りの状況②

〇「新町橋通り」の道路空間を再編し、「にぎわいある 歩行者空間」を創出

➢ 空間を“つくる” …… 「まちなかウォーカブル推進事業（補助金）」の活用
➢ 空間を“つかう” …… 「歩行者利便増進道路（ほこみち）」制度の活用

幅員 50m
歩道部
6.5～9m

車道部 32～37m歩道部
6.5～9m

中央分離帯 9～10m 車道 3～4車線車道 3～4車線 路肩路肩
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４ 検討・調整事項①

「徳島駅前広場」「国道192号交差点」との連続性の確保
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４ 検討・調整事項②
安全な歩行者空間・駐輪場の確保

■アミコビル前 ■元町

■新町
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４ 検討・調整事項③
路肩（荷さばきスペース）・バス停の確保

■バス停（新町西）■荷さばきスペース（元町）
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４ 検討・調整事項④

既存施設（中央分離帯）

〇ワシントンヤシ

➢ 昭和２８年に植樹（全５１本・樹齢９０年超）

➢ 樹高が３０ｍを超え、落下した葉が通行車両に当たり、破損する事案が複数発生

➢ 景観、維持管理の観点から今後のあり方について検討
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○ホテル棟 １棟（ 11階建・ 150室）【令和8年度完成予定】

○住宅商業棟 ２棟（14･15階建 計148戸）【令和9年度完成予定】

地下駐車場出口 ⇒ 地下駐車場入口 ⇒

周辺の施設整備との連携（新町西地区再開発）
－ 川の駅・広場と一体的な道路空間の形成 －

４ 検討・調整事項⑤
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引用：新町西地区再開発事業事業計画

出典：新町西地区再開発事業事業計画
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４ 検討・調整事項⑥
周辺の施設整備との連携（阿波おどり会館・眉山）

出典：徳島市令和７年度当初予算資料

※２～4：徳島市・令和7年度当初予算資料
※１：徳島市提供

※1

※2

※3

※4
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５ 今後の進め方（短期・中期・⾧期のイメージ）

■短期（フェーズ１）
【モデルケース】

➢ 新町西地区で新たに整備される「川の駅」や「広場」と
一体となった空間づくり

【他工区への事業展開】
➢ 道路協力団体による取組が行われている「東新町側」や「アミコビル前」

をはじめ、沿道店舗やイベントとの連携等、利活用に向けた空間づくり

【全体の空間再編】
➢ 駅前広場、新町橋、新町地下駐車場等、各施設の再整備も考慮した

「将来像の実現」に向けた整備

■中期（フェーズ２）

■⾧期（フェーズ３）
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５ 今後の進め方（社会実験）

◆道路協力団体の取組と連携
【本年11月中旬】
➢現状の自転車歩行者道の空間に

おける利活用の検証
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社会実験

◆空間再編による交通や周辺環境への影響
を検証するための社会実験

【本年11月頃】
➢車道の一部を規制し、歩行者・自転車の空間を拡大

（イメージ図）

車線
規制

車線
規制



５ 今後の進め方（ワークショップ）

各種
団体地元

関係者

地元
自治会

交通
事業者

行政

学識
経験者

学生

・社会実験の内容
・交通や周辺環境への影響検討
・空間の利活用方法・アイデア
・植樹や照明の景観・デザイン等

県都とくしまウォーカブル推進会議

新町橋通りにぎわいづくりワークショップ

方針 報告

新町橋通りにぎわいづくり（道路空間再編）
具体的な内容については、ワークショップで検討
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５ 今後の進め方（次回推進会議の予定）

〇社会実験結果の報告

・交通や周辺環境への影響分析

・空間再編に向けた課題

・利活用に向けた課題

○今後の整備の進め方
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